



























































































































































































































































































































たい。ここで援用するのはパース（Charles Sanders Peirce, 89‒94）の記号論とアブダ
クションの議論である。パースは，万物は記号から成り立っているとし，むしろその関心は









識する際の思考の作用である。つまり，「概念作用の対象からまず質が抽出され    第一，然
る後にそれと比較される他のものとの関係が考慮され    第二，最後にその比較の結果が判





































































































4 米盛裕二『アブダクション    仮説と発見の論理』2007，勁草書房
5 増山和夫「デザインと情報」『芸術学フォーラム８　現代のデザイン』2，996，勁草書房
6 増山和夫，前掲書，2
